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資料２－２ 



タンクを増設した分、船の着く回数が増加したり、船舶が大型化したりするとお聞

きした。これらによる影響はどのようなものか。 

 

現状の LNG 船の着桟回数については年間 6～8 船程度であり、LNG タンク増設後

は着桟回数の増加が見込まれ、昨今の船舶大型化の情勢等から鑑みて、年間 10 船程度

の着桟となることを想定しています。 

また、LNG 船の着桟回数増加や大型化することにより考えられる海域の水生生物へ

の影響については、LNG 船の主要な交通ルートは航路であり、水生生物の主要な生息

環境ではないことから、海域への影響は極めて小さいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



建設予定地の土壌汚染の有無が気になっている。もし土壌汚染があった場合は、掘

削工事に伴う汚染物質の拡散も懸念される。土地の使用履歴や現状について、次回、

説明してほしい。 

 

土地の使用履歴につきましては、方法書 90 頁 3.1-74 ②対象事業実施区域の土地利

用履歴をご確認ください。 

また、坂出 LNG がコスモ石油から土地の取得を行う際に行った聞取り調査や自主

的に実施した土壌調査では、当該用地において過去に原油タンクからの漏洩事故等は

ないとの報告をコスモ石油から頂いているとともに、土壌汚染対策法の指定基準値を

超える有害物質は確認されませんでした。 

一方、今回の工事では LNG タンクの増設に伴い 3,000m2 以上の土地の掘削が想定

されることから、土壌汚染対策法に基づく調査を実施し、その結果を踏まえ、法令に

基づく対応を確実に行うこととしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方法書 90 頁 3.1-74 ② 対象事業実施区域の土地利用履歴 


